
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
新
三
十
六
歌
仙
絵
短
冊
」（
請
求
番

号：
911.147||S10300

、
資
料
番
号226700074

。
以
下
、
所
蔵
し
て
い

る
学
部
名
に
ち
な
み
「
文
情
絵
短
冊
」
と
略
す
。）
は
、
歌
一
首
に
左

方
・
右
方
の
別
と
歌
人
名
、
そ
し
て
歌
仙
絵
を
描
い
た
短
冊
、
全
三
十
六

ま
く

ふ
す
ま

枚
で
あ
る
。
現
在
は
「
捲
り
」（
屏
風
や
襖
な
ど
に
貼
っ
て
あ
っ
た
絵
を

剥
が
し
た
も
の
）
の
状
態
で
、
大
き
さ
は
、
縦
三
四
・
四
セ
ン
チ
、
横

五
・
八
セ
ン
チ
。
す
べ
て
の
短
冊
に
、
や
や
雑
な
が
ら
金
泥
で
雲
と
梅
花

の
下
絵
が
描
か
れ
る
。
製
作
年
代
は
江
戸
時
代
中
期
頃
か
。
桐
箱
（
縦
三

九
・
五
セ
ン
チ
、
横
九
・
八
セ
ン
チ
、
高
さ
四
セ
ン
チ
）
に
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
専
用
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

撰
定
さ
れ
て
い
る
歌
人
と
和
歌
は
、『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
六
に

「
三
三

新
中
古
歌
撰
〔
別
〕」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
寛
文
元
年
（
一

六
六
一
）
版
本
「
中
古
歌
仙
」（
以
下
、「
寛
文
版
本
」
と
略
す
。）
に
重

な
る
。
こ
の
歌
合
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
樋
口
芳
麻
呂
氏
「『
中
古
三
十

六
人
歌
合
』
考
」（『
愛
知
大
學
国
文
學
』
第
十
七
号
（
一
九
七
七
年
）

（
以
下
、「
樋
口
論
文
」
と
略
す
。）
に
よ
り
考
察
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は

こ
の
先
行
研
究
の
驥
尾
に
付
し
、「
文
情
絵
短
冊
」
の
和
歌
本
文
を
あ
ら

た
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
歌
仙
絵
に
つ
い
て
は
、「
寛
文
版
本
」
と

の
比
較
検
討
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
本
文
と
歌
仙
絵
を
そ
の
系
譜
の
中
に

位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、「
寛
文
版
本
」
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
に
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
書
陵
部
蔵
「
謌
仙
部
類
」（
書
誌ID

100233391

、
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号D

IG
-K

SR
M

-305301-C

、https://

kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100233391/32?ln＝
ja

）
所
収
『
中
古
謌
仙

二
』
に
拠
る
。

凡
例

一
、
冒
頭
に
、「
文
情
絵
短
冊
」
の
歌
番
号
を
「
寛
文
版
本
」
の
歌
順
に

依
拠
し
て
示
す
。

《
資
料
》

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
新
三
十
六
歌
仙
絵
短
冊
」
の
紹
介

福

田

智

子

一



一
、
次
に
、「
文
情
絵
短
冊
」
を
翻
字
す
る
。
仮
名
は
通
行
の
字
体
を
用

い
る
が
、
漢
字
は
字
形
を
生
か
す
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
本
書
の
原
態
を

尊
重
す
る
。

１
、
仮
名
遣
い
・
反
復
記
号
・
送
り
仮
名
は
、
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。

２
、
濁
点
は
付
さ
な
い
。

３
、
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
と
す
る
。

一
、〔
字
母
〕
で
は
、
翻
字
の
和
歌
本
文
に
即
し
た
仮
名
の
字
母
を
示
す
。

漢
字
や
踊
り
字
な
ど
、
仮
名
以
外
の
表
記
に
は
（

）
を
、
ま
た
、
散
ら

し
書
き
の
改
行
箇
所
に
は
／
を
付
す
。

一
、〔
本
文
異
同
〕
で
は
、「
寛
文
版
本
」
の
本
文
と
比
較
す
る
。
表
記
の

相
違
は
示
さ
ず
、
語
の
異
な
り
の
み
を
「
文
情
絵
短
冊
」
│
「
寛
文
版
本
」

の
順
に
示
す
。

一
、〔
歌
仙
絵
比
較
〕
で
は
、（
１
）
畳
の
縁
の
柄
、（
２
）
歌
仙
絵
の
姿

勢
、（
３
）
装
束
・
小
物
に
分
け
、「
寛
文
版
本
」
と
比
較
す
る
。

（
１
）
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
た
め
、
Ａ
か
ら
Ｅ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で

示
す
。

（
２
）
歌
仙
絵
の
身
体
と
顔
の
向
き
を
、
大
ま
か
に
「
左
」「
右
」「
正
面
」

「
背
面
」
に
分
け
、「
文
情
絵
短
冊
」
│
「
寛
文
版
本
」
の
順
に
示
す
。
な

お
、（

）
を
付
し
て
説
明
を
補
う
こ
と
も
あ
る
。

（
３
）
装
束
や
小
物
類
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
①
「
文
情
絵
短
冊
」
の
着
目

点
を
示
し
、
②
「
寛
文
版
本
」
の
違
い
を
指
摘
す
る
。

一
、〔
出
典
〕
で
は
、「
文
情
絵
短
冊
」
の
和
歌
が
す
べ
て
『
新
古
今
集
』

所
収
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
出
典
と
見
て
、『
新
編
国
歌
大
観
』

に
拠
っ
て
部
立
・
歌
番
号
・
作
者
名
・
詞
書
を
示
す
。
な
お
、『
新
古
今

集
』
で
は
一
連
の
歌
群
中
の
一
首
で
、
和
歌
に
直
接
記
載
さ
れ
て
い
な
い

作
者
名
・
詞
書
を
示
す
場
合
に
は
（

）
を
付
す
。
ま
た
、「
文
情
絵
短

冊
」
の
和
歌
本
文
と
の
異
同
も
適
宜
示
す
。
※
を
付
し
て
説
明
を
追
加
し

た
部
分
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１１
『
新
古
今
和
歌
集
』
脚
注
に
拠

る
。

一
、〔
作
者
〕
で
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１１
『
新
古
今
和
歌
集
』
所

収
「
人
名
索
引
」
等
を
参
看
し
、
生
没
年
や
そ
の
歌
人
が
初
め
て
歌
を
取

ら
れ
た
勅
撰
集
の
名
な
ど
を
示
す
。

一
、
最
後
に
、
本
文
と
歌
仙
絵
に
つ
い
て
、「
文
情
絵
短
冊
」
全
体
を
通

し
た
考
察
を
行
う
。

【
一
番
】
左

後
鳥
羽
院

鴬
の
啼
と
も
い
ま
た
ふ
る
雪
に
杦
の
葉
し
ろ

き
あ
ふ
さ
か
の
山

〔
字
母
〕（
鴬
）
乃
（
啼
）
止
毛
以
末
多
不
留
（
雪
）
尓
／（
杦
）
能
（
葉
）

二
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止
路
支
安
不
左
可
乃
（
山
）

〔
本
文
異
同
〕
○
あ
ふ
さ
か
の
山
│
あ
ふ
さ
か
の
関

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ａ
（
２
）
左
│
左
（
３
）
①
垂
纓
冠
。

紺
青
の
地
に
金
色
の
鳳
凰
文
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
紅
の
長
袴
。
②
「
寛
文

版
本
」
は
立
烏
帽
子
。
茵
に
座
す
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
一
八
番
。
作
者
名
「
太
上
天

皇
」。
詞
書
「
和
歌
所
に
て
、
関
路
鶯
と
い
ふ
こ
と
を
」。
結
句
「
逢
坂
の

山
」。

※
「
和
歌
所
」
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
七
月
仙
洞
御
所

（
当
時
二
条
殿
）
に
設
置
さ
れ
た
。

〔
作
者
〕
後
鳥
羽
院

八
十
二
代
天
皇
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
生
│

延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
二
月
二
十
二
日
没
。
六
十
歳
。『
新
古
今
集
』

撰
進
を
下
命
。『
新
古
今
集
』
初
出
。

【
二
番
】
右

前
中
納
言
定
家

梅
花
匂
ひ
を
う
つ
す
袖
の
上
に
の
き
も

る
月
の
影
そ
あ
ら
そ
ふ

〔
字
母
〕（
梅
花
）／（
匂
）
比
遠
／
宇
川
春
／（
袖
）
乃
（
上
）
尓
乃
幾
毛

留
／（
月
）
乃
（
影
）
曽
／
安
良
所
婦

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
（
左
立
膝
）
│
右
（
３
）

①
垂
纓
冠
。
黒
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
表
袴
。
左
手
に
笏
を
持
つ

か
。
②
「
寛
文
版
本
」
は
下
襲
の
裾
を
描
く
。
身
体
の
正
面
に
笏
を
持

つ
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
四
四
番
。
作
者
名
「
藤
原
定
家

朝
臣
」。
詞
書
「
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
」
※
正
治
二
年
（
一
二
〇

〇
）
院
初
度
百
首
の
歌
。

〔
作
者
〕
藤
原
定
家

応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
生
│
仁
治
二
年
（
一
二

四
一
）
八
月
二
十
日
没
。
八
十
歳
。
俊
成
男
。
正
二
位
権
中
納
言
に
至

る
。『
新
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
。
千
載
集
初
出
。

【
三
番
】
左

後
鳥
羽
院
宮
内
卿

う
す
く
こ
き
野
辺
の
み
と
り
の
若
く

さ
に
あ
と
ま
て
み
ゆ
る
雪
の
む
ら
消

〔
字
母
〕
宇
寸
久
／
古
幾
／（
野
辺
）／
乃
／
三
止
梨
乃
／（
若
）
久
左
尓
／

安
止
末
轉
／
美
遊
累
／（
雪
）
乃
武
羅
（
消
）

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

同志社大学文化情報学部蔵「新三十六歌仙絵短冊」の紹介
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〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
左
│
左
（
３
）
①
裳
。
引

腰
。
紅
の
長
袴
。
②
「
寛
文
版
本
」
は
裳
を
描
く
が
引
腰
は
目
立
た
な

い
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
七
六
番
。
作
者
名
「
宮
内
卿
」。

詞
書
「（
千
五
百
番
歌
合
に
、
春
歌
）」。

〔
作
者
〕
宮
内
卿

生
年
未
詳
。
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
頃
夭
折
か
。

後
白
河
院
安
芸
女
。
後
鳥
羽
院
女
房
。
新
古
今
集
初
出
。

【
四
番
】
右

雅
経

ゐ
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
を
こ
え
す
て
ゝ
は
な

も
□
□
□
□
あ
と
の
し
ら
く
も

〔
字
母
〕
井
八
祢
婦
美
／
加
左
那
累
屋
万
越
／
古
盈
寿
帝
（
ゝ
）／
八
那
毛

□
□
□
□
／
安
止
乃
／
之
良
久
／
裳

〔
本
文
異
同
〕
○
雅
経
│
参
議
雅
経

○
こ
え
す
て
ゝ
│
わ
け
す
て
ゝ

○
は
な
も
（
判
読
不
能
）
│
い
く
重
の

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
右
（
３
）
①
巻
纓
冠
。

緌
。
黄
土
色
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
表
袴
。
弓
矢
。
②
「
寛
文
版

本
」
の
表
袴
は
霰
紋
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
九
三
番
。
作
者
名
「
藤
原
雅

経
」。
詞
書
「
和
歌
所
歌
合
に
、
羈
旅
花
と
い
ふ
こ
と
を
」。
第
三
句
「
わ

け
す
て
て
」。
第
四
句
「
花
も
い
く
へ
の
」。

※
建
仁
元
年
（
一
二
〇

一
）
三
月
二
十
九
日
、
新
宮
撰
歌
合
「
羇
中
見
花
」
の
歌
。

〔
作
者
〕
藤
原
雅
経

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
生
│
承
久
三
年
（
一
二

二
一
）
三
月
十
一
日
没
。
五
十
二
歳
。
従
三
位
参
議
。『
新
古
今
集
』
撰

者
の
一
人
。
新
古
今
集
初
出
。

【
五
番
】
左

能
因
法
師

山
里
の
春
の
夕
暮
き
て
み
れ
は
入
あ
ひ
の
か

ね
に
花
そ
ち
り
け
る

〔
字
母
〕
山
／（
里
）
乃
／（
春
）
能
／（
夕
昏
）
幾
／
帝
三
礼
八
／（
入
）

安
比
乃
可
年
／
耳
／（
花
）
曽
／
知
梨
／
計
留

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
左
│
左
（
３
）
①
僧
綱
襟
。

五
条
袈
裟
。
②
「
寛
文
版
本
」
は
僧
綱
襟
で
は
な
く
直
綴
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
一
六
番
。
作
者
名
「
能
因
法

師
」。
詞
書
「
山
ざ
と
に
ま
か
り
て
、
よ
み
侍
り
け
る
」。

四
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〔
作
者
〕
能
因

俗
名
橘
永
愷
。
永
延
二
年
（
九
八
八
）
生
。
永
承
五
年

（
一
〇
五
〇
）
ま
で
は
生
存
。
文
章
生
。
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
頃
出

家
。
中
古
三
十
六
歌
仙
。
後
拾
遺
集
初
出
。

【
六
番
】
右

後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣

わ
す
る
な
よ
た
の
む
の
沢
を

た
つ
か
り
も
い
な
葉
の
風
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

〔
字
母
〕
和
春
累
奈
与
堂
乃
無
乃
（
沢
）
遠
／
堂
川
可
利
母
以
奈
（
葉
）

乃
（
風
）
能
／（
秋
）
乃
由
不
久
礼

〔
本
文
異
同
〕
○
後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣
│
後
京
極
摂
政
太
政
大
臣

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｃ
（
２
）
右
│
右
（
３
）
①
垂
纓
冠
。

金
唐
草
模
様
の
朱
の
袍
。
丸
花
文
の
下
襲
の
裾
。
窠
霰
の
表
袴
。
紅
の
大

口
袴
。
右
手
に
笏
。
飾
太
刀
。
②
「
寛
文
版
本
」
は
立
烏
帽
子
で
、
下
襲

の
裾
を
描
か
な
い
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
六
一
番
。
作
者
名
「
摂
政
太
政

大
臣
」。
詞
書
「
帰
雁
を
」。

〔
作
者
〕
藤
原
良
経

後
京
極
摂
政
・
中
御
門
殿
。
仁
安
四
年
（
一
一
六

九
）
生
│
元
久
三
年
（
一
二
〇
六
）
三
月
七
日
没
。
三
十
八
歳
。
関
白
兼

実
男
。
慈
円
の
甥
。
従
一
位
摂
政
太
政
大
臣
。『
新
古
今
集
』
仮
名
序
作

者
。
千
載
集
初
出
。

【
七
番
】
左

皇
太
后
宮
太
夫
俊
成

駒
と
め
て
な
を
水
か
は
む
款
冬
の

花
の
露
そ
ふ
い
て
の
玉
か
は

〔
字
母
〕（
駒
）
止
免
帝
／
奈
遠
（
水
）／
可
八
無
／（
款
冬
）
乃
（
花
）／

能
／（
露
）
曽
婦
／
以
天
乃
／（
玉
）
可
八

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
左
（
右
立
膝
、
顔
は
上
向
き
）

│
左
（
３
）
①
垂
纓
冠
。
黒
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
表
袴
。
②

「
寛
文
版
本
」
で
は
立
烏
帽
子
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
五
九
番
。
作
者
名
「
皇
太
后

宮
大
夫
俊
成
」。
詞
書
「（
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
）」。

※
文
治
六
年

（
一
一
九
〇
）
三
月
、
五
社
百
首
の
内
、
春
日
社
に
奉
納
さ
れ
た
「
款
冬
」

題
の
歌
。

〔
作
者
〕
藤
原
俊
成

法
名
釈
阿
。
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
生
│
元
久

元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
三
十
日
没
。
九
十
一
歳
。
定
家
の
父
。
正
三
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位
皇
太
后
宮
大
夫
。『
千
載
集
』
撰
者
。
詞
花
集
初
出
。

【
八
番
】
右

寂
蓮
法
師

く
れ
て
ゆ
く
は
る
の
湊
は
し
ら
ね
と
も
霞
に

お
つ
る
う
ち
の
し
は
ふ
ね

〔
字
母
〕
久
礼
帝
／
遊
久
八
留
乃
（
湊
）
八
／
志
良
祢
止
母
（
霞
）／
耳
／

於
徒
累
／
宇
知
乃
／
之
／
八
不
年

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
身
体
は
や
や
背
面
、
顔

は
右
（
３
）
①
僧
綱
襟
。
黒
地
に
金
色
の
模
様
の
五
条
袈
裟
。
②
「
寛

文
版
本
」
で
手
に
持
つ
の
は
中
啓
か
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
六
九
番
。
作
者
名
「
寂
蓮
法

師
」。
詞
書
「
五
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
」。

※
建
仁
元
年
（
一
二
〇

一
）
二
月
、
老
若
五
十
首
歌
合
の
歌
。

〔
作
者
〕
寂
蓮

俗
名
藤
原
定
長
。
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
頃
生
か
。

建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
七
月
没
。
北
家
長
家
流
、
阿
闍
梨
俊
海
男
。
伯

父
俊
成
の
猶
子
。
従
五
位
上
中
務
少
輔
。
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
頃
出

家
。『
新
古
今
集
』
撰
者
と
な
る
が
、
撰
進
前
に
没
。
千
載
集
初
出
。

【
九
番
】
左

六
條
前
太
政
大
臣

ほ
と
ゝ
き
す
啼
て
い
る
さ
の
や
ま
の

は
ゝ
月
ゆ
へ
よ
り
も
う
ら
め
し
き
か
な

〔
字
母
〕
本
止
（
ゝ
）
支
須
（
啼
）
天
以
累
左
能
／
也
末
乃
者
（
ゝ
）

（
月
）
由
部
与
利
毛
／
宇
良
免
之
支
可
那

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｃ
（
２
）
左
│
左
（
３
）
垂
纓
冠
。
黒

の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
下
襲
の
裾
。
格
子
に
窠
の
表
袴
。
飾
太

刀
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
右
手
で
笏
を
持
つ
。
表
袴
は
霰
紋
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
三
夏
歌
、
二
一
一
番
。
作
者
名
「
前
太
政
大

臣
」。
詞
書
「
ほ
と
と
ぎ
す
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る
」。

〔
作
者
〕
藤
原
頼
実

六
条
入
道
太
政
大
臣
。
法
名
顕
性
。
久
寿
二
年

（
一
一
五
五
）
生
│
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
七
月
五
日
没
。
七
十
一
歳
。

従
一
位
太
政
大
臣
。
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）『
新
古
今
集
竟
宴
和
歌
』

に
参
加
。
千
載
集
初
出
。
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【
一
〇
番
】
右

藤
原
基
俊

た
ま
か
し
は
し
け
り
に
け
り
な
五
月
雨
に

葉
守
の
か
み
の
し
め
は
ふ
る
ま
て

〔
字
母
〕
堂
末
可
之
葉
新
介
利
尓
介
梨
那
／（
五
月
雨
）
尓
（
葉
守
）
乃
可

三
能
／
志
免
者
布
留
末
天

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
右
（
３
）
①
萎
烏
帽

子
。
黄
土
色
の
地
に
亀
甲
文
の
狩
衣
で
、
赤
色
の
袖
括
り
の
緒
。
②
特
記

事
項
な
し
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
三
夏
歌
、
二
三
〇
番
。
作
者
名
「
藤
原
基

俊
」。
詞
書
「
雨
中
木
繁
と
い
ふ
こ
こ
ろ
を
」。

〔
作
者
〕
藤
原
基
俊

康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
）
生
（
別
伝
あ
り
）
│
永

治
二
年
（
一
一
四
二
）
一
月
十
六
日
没
。
八
十
三
歳
。
右
大
臣
俊
家
男
。

従
五
位
上
左
衛
門
佐
。
中
古
六
歌
仙
。
金
葉
集
初
出
。

【
一
一
番
】
左

従
三
位
頼
政

に
は
の
お
も
は
ま
た
か
は
か
ぬ
に
夕
立

の
空
さ
り
け
な
く
す
め
る
月
か
な

〔
字
母
〕
尓
八
／
乃
／
於
裳
／
八
／
末
多
／
可
八
／
加
怒
尓
／（
夕
立
）
乃

／（
空
）
散
利
気
／
奈
久
／
寸
免
留
／（
月
）
可
奈

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
左
│
身
体
は
左
、
顔
は
右

（
振
り
返
っ
た
姿
）
（
３
）
①
垂
纓
冠
。
黒
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
霰
紋
の

表
袴
。
紅
の
大
口
袴
。
飾
太
刀
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
萎
烏
帽
子
。
狩

衣
で
、
袖
括
り
の
露
あ
り
。
表
袴
の
文
様
な
し
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
三
夏
歌
、
二
六
七
番
。
作
者
名
「
従
三
位
頼

政
」。
詞
書
「
夏
月
を
よ
め
る
」。

〔
作
者
〕
源
頼
政

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
生
│
治
承
四
年
（
一
一
八

〇
）
五
月
二
十
六
日
没
。
七
十
七
歳
。
二
条
院
讃
岐
の
父
。
従
三
位
右
京

権
大
夫
。
以
仁
王
を
奉
じ
て
平
家
に
敗
れ
平
等
院
で
自
害
。
歌
林
苑
の
会

衆
。
詞
花
集
初
出
。
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【
一
二
番
】
右

大
僧
正
慈
円

く
も
ま
よ
ふ
夕
に
秋
を
こ
め
な
か
ら
風

も
ほ
に
出
ぬ
荻
の
上
哉

〔
字
母
〕
久
母
末
与
不
（
夕
）
耳
（
秋
）
遠
／
己
免
那
可
良
／（
風
）
毛
本

尓
（
出
）
怒
（
荻
）
乃
（
上
哉
）

〔
本
文
異
同
〕
○
大
僧
正
慈
円
│
前
大
僧
正
慈
鎮

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
（
右
立
膝
）
│
右
（
３
）

僧
綱
襟
。
五
条
袈
裟
。
丸
花
文
の
表
袴
。
②
「
寛
文
版
本
」
は
横
被
を
描

く
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
三
夏
歌
、
二
七
八
番
。
作
者
名
「
前
大
僧
正

慈
円
」。
詞
書
「
夏
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る
」。

〔
作
者
〕
慈
円

俗
姓
藤
原
。
諡
号
慈
鎮
。
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
生

│
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
九
月
二
十
五
日
没
。
七
十
一
歳
。
関
白
忠
通

男
。
兼
実
の
弟
。
良
経
の
叔
父
。
後
白
河
院
・
後
鳥
羽
院
の
護
持
僧
。
大

僧
正
。
天
台
座
主
。
千
載
集
初
出
。

【
一
三
番
】
左

法
橋
顕
昭

水
く
き
の
お
か
の
く
す
葉
も
色
つ
き
て
け

さ
う
ら
か
な
し
秋
の
初
か
せ

〔
字
母
〕（
水
）
久
支
／
乃
／
於
可
乃
／
久
春
／（
葉
）／
毛
／（
色
）
徒
幾

／
帝
／
希
左
宇
良
可
／
那
之
／（
秋
）
乃
／（
初
）
可
世

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
左
（
両
手
は
膝
の
上
）
│
左

（
３
）
①
表
衣
の
上
に
座
す
か
。
白
の
袴
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
表
衣

を
着
用
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
四
秋
歌
上
、
二
九
六
番
。
作
者
名
「
顕
昭
法

師
」。
詞
書
「（
千
五
百
番
歌
合
に
）」。

〔
作
者
〕
顕
昭

大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
頃
生
。
承
元
三
年
（
一
二
〇

九
）
ま
で
は
生
存
。
藤
原
顕
輔
の
猶
子
。
阿
闍
梨
。
法
橋
。『
六
百
番
歌

合
』
の
俊
成
判
に
対
抗
、『
顕
昭
陳
状
』
を
提
出
。
千
載
集
初
出
。

八
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【
一
四
番
】
右

鴨
長
明

秋
風
の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
袖
は
あ
ら
し
た
ゝ

わ
れ
か
ら
の
露
の
夕
暮

〔
字
母
〕（
秋
風
）
乃
／
以
多
利
／
伊
多
良
奴
／（
袖
）
八
安
良
之
／
堂

（
ゝ
）
王
礼
／
加
羅
乃
／（
露
）
乃
／（
夕
）／（
昏
）

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
右
（
３
）
①
立
烏
帽

子
。
狩
衣
で
、
茶
色
の
袖
括
り
の
緒
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
萎
烏
帽
子

で
狩
衣
姿
。
裾
を
引
く
。
袖
括
り
の
緒
あ
り
。
左
手
に
中
啓
を
持
つ
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
四
秋
歌
上
、
三
六
六
番
。
作
者
名
「
鴨
長

明
」。
詞
書
「（
秋
の
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る
）」。

〔
作
者
〕
鴨
長
明

久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
生
か
│
建
保
四
年
（
一
二

一
六
）
閏
六
月
没
。
六
十
二
歳
か
。
鴨
御
祖
神
社
（
下
賀
茂
神
社
）
禰
宜

長
継
男
。
従
五
位
下
。
和
歌
は
俊
恵
に
師
事
。
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）

出
家
。
千
載
集
初
出
。

【
一
五
番
】
左

大
蔵
卿
有
家

風
わ
た
る
あ
さ
ち
か
す
ゑ
の
露
に
た
に

や
と
り
も
は
て
ぬ
よ
ひ
の
稲
妻

〔
字
母
〕（
風
）
和
／
堂
累
／
安
左
知
可
／
春
恵
／
乃
（
露
）
尓
／
堂
耳
／

也
止
利
毛
／
八
帝
奴
／
与
比
乃
／（
稲
妻
）

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
左
│
左
（
３
）
①
垂
纓
冠
。

黒
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
表
袴
。

②
「
寛
文
版
本
」
は
立
烏
帽

子
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
四
秋
歌
上
、
三
七
七
番
。
作
者
名
「
藤
原
有

家
朝
臣
」。
詞
書
「
摂
政
太
政
大
臣
家
百
首
歌
合
に
」。
※
「
摂
政
太
政
大

臣
」
は
藤
原
良
経
。

〔
作
者
〕
藤
原
有
家

久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
生
│
建
保
四
年
（
一
二

一
六
）
四
月
十
一
日
没
。
六
十
二
歳
。
従
三
位
重
家
男
。
従
三
位
大
蔵

卿
。『
新
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
。
千
載
集
初
出
。
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【
一
六
番
】
右

宜
秋
門
院
丹
後

わ
す
れ
し
な
難
波
の
秋
の
よ
は
の
空

こ
と
う
ら
に
す
む
月
は
み
る
と
も

〔
字
母
〕
王
春
礼
之
那
／（
難
波
）
乃
（
秋
）
乃
／
与
八
能
（
空
）／
己
止

宇
羅
尓
／
寸
武
／（
月
）
八
美
留
／
止
毛

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
右
（
３
）
①
裳
。
引

腰
。
紅
の
袴
。
三
盛
亀
甲
と
流
水
に
紅
葉
の
表
衣
。
②
特
記
事
項
な
し
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
四
秋
歌
上
、
四
〇
〇
番
。
作
者
名
「
宜
秋
門

院
丹
後
」。
詞
書
「（
八
月
十
五
夜
和
歌
所
歌
合
に
、
海
辺
秋
月
と
い
ふ
こ

と
を
）」。

※
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
八
月
十
五
夜
撰
歌
合
の
歌
。

〔
作
者
〕
宜
秋
門
院
丹
後

生
没
年
未
詳
。
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
生

存
。
源
頼
政
の
姪
。
二
条
院
讃
岐
の
従
姉
妹
。
九
条
兼
実
と
そ
の
女
任
子

（
後
鳥
羽
院
中
宮
・
宜
秋
門
院
）
に
出
仕
。
千
載
集
初
出
。

【
一
七
番
】
右

皇
太
后
宮
太
夫
俊
成
卿
女

あ
く
か
れ
て
寝
ぬ
夜
の
塵

の
つ
も
る
ま
て
月
に
は
ら
は
ぬ
と
こ
の
小
莚

〔
字
母
〕
安
久
可
連
帝
／（
寝
）
怒
（
夜
）
乃
（
塵
）／
乃
／
徒
毛
留
末
天

／（
月
）
尓
八
羅
八
奴
／
止
己
乃
／（
小
莚
）

〔
本
文
異
同
〕
○
右
│
左

○
皇
太
后
宮
太
夫
俊
成
卿
女
│
俊
成
卿
女

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
身
体
は
左
、
顔
は
右
│
左

（
両
袖
を
口
元
に
）
（
３
）
①
梅
唐
草
の
表
衣
。
紅
の
長
袴
。
裳
と
引
腰

な
し
。

②
「
寛
文
版
本
」
は
う
ね
っ
た
長
い
髪
を
描
く
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
四
秋
歌
上
、
四
二
九
番
。
作
者
名
「（
皇
太

后
宮
大
夫
俊
成
女
）」。
詞
書
「
題
し
ら
ず
」。

〔
作
者
〕
俊
成
女

承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
頃
生
。
建
長
四
年
（
一
二

五
二
）
生
存
。
八
十
余
歳
で
没
か
。
母
は
藤
原
俊
成
女
の
八
条
院
三
条
。

俊
成
の
養
女
。
新
古
今
集
初
出
。

一
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【
一
八
番
】
左

西
行
法
師

き
り
�
�
す
夜
さ
む
に
秋
の
な
る
儘
に
よ

は
る
か
こ
ゑ
の
と
を
さ
か
り
ゆ
く

〔
字
母
〕
支
梨
（
�
�
）
春
（
夜
）
左
無
耳
（
秋
）
乃
／
奈
留
（
侭
）
丹

与
八
留
可
己
恵
能
／
止
越
左
可
利
遊
久

〔
本
文
異
同
〕
○
左
│
右

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
（
両
手
は
膝
の
上
）
│
右

（
３
）
①
黒
法
衣
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
五
条
袈
裟
。
左
手
に
数
珠
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
五
秋
歌
下
、
四
七
二
番
。
作
者
名
「
西
行
法

師
」。
詞
書
「
題
し
ら
ず
」。

〔
作
者
〕
西
行

俗
名
は
佐
藤
義
清
。
法
名
円
位
。
元
永
元
年
（
一
一
一

八
）
生
│
文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
二
月
十
六
日
没
。
七
十
三
歳
。
鳥
羽

院
の
下
北
面
武
士
。
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
出
家
。
詞
花
集
に
「
読
人

し
ら
ず
」
と
し
て
初
出
。

【
一
九
番
】
右

後
久
我
太
政
大
臣
通
光

曙
や
か
は
せ
の
な
み
の
た
か

せ
ふ
ね
く
た
す
か
人
の
そ
て
の
秋
霧

〔
字
母
〕（
曙
）
也
可
半
勢
乃
奈
美
能
／
堂
可
世
不
年
久
多
須
可
（
人
）
乃

／
曽
帝
乃
（
秋
霧
）

〔
本
文
異
同
〕
○
右
│
左

○
後
久
我
太
政
大
臣
通
光
│
後
久
我
太
政
大

臣

○
く
た
す
か
│
わ
た
す
か

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｄ
（
２
）
左
│
身
体
は
正
面
、
顔
は
右

（
３
）
①
垂
纓
冠
。
黒
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
下
襲
の
裾
。
窠
霰

の
表
袴
。
紅
の
大
口
袴
。
飾
太
刀
。
②
「
寛
文
版
本
」
は
立
烏
帽
子
で
笏

を
右
手
に
持
つ
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
五
秋
歌
下
、
四
九
三
番
。
作
者
名
「
左
衛
門

督
通
光
」。
詞
書
「
河
霧
と
い
ふ
こ
と
を
」。

〔
作
者
〕
源
通
光

後
久
我
太
政
大
臣
。
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
生
│

宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
一
月
十
七
日
没
。
六
十
二
歳
。
通
具
の
弟
。
従

一
位
太
政
大
臣
。
新
古
今
集
初
出
。
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【
二
〇
番
】
左

従
二
位
家
隆

露
時
雨
も
る
山
陰
の
下
紅
葉
ぬ
る
と
も

お
蘭
秋
の
か
た
み
に

〔
字
母
〕（
露
時
雨
）
毛
累
／（
山
）／（
陰
）／
能
／（
下
紅
）／（
葉
）／
奴
累

／
止
／
毛
／
於
／（
蘭
）／（
秋
）
乃
／
可
多
三
尓

〔
本
文
異
同
〕
○
左
│
右

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
（
右
立
膝
、
両
手
は
左
右

の
膝
の
上
）
│
右
（
左
立
膝
に
両
手
を
組
む
）
（
３
）
①
垂
纓
冠
。
黒
の

袍
。
紅
の
下
襲
。
三
つ
輪
文
の
表
袴
。
②
特
記
事
項
な
し
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
五
秋
歌
下
、
五
三
七
番
。
作
者
名
「
家
隆
朝

臣
」。
詞
書
「
千
五
百
番
歌
合
に
」。

〔
作
者
〕
藤
原
家
隆

保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
生
│
嘉
禎
三
年
（
一
二

三
七
）
四
月
九
日
没
。
八
十
歳
。
従
二
位
宮
内
卿
。
嘉
禎
二
年
出
家
。

『
新
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
。
千
載
集
初
出
。

【
二
一
番
】
右

大
納
言
通
具

霜
こ
ほ
る
袖
に
も
影
は
の
こ
り
け
り
露

よ
り
な
れ
し
有
明
の
月

〔
字
母
〕（
霜
）
古
寶
累
（
袖
）
尓
母
／（
影
）
八
能
己
利
介
里
／（
露
）
与

利
奈
礼
之
／（
有
明
）
能
（
月
）

〔
本
文
異
同
〕
○
右
│
左

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
正
面
（
右
立
膝
に
右
手
で
頬

杖
を
つ
く
）
│
左
（
左
立
膝
の
上
に
左
手
で
笏
を
立
て
る
）
（
３
）
①
垂

纓
冠
。
黒
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
表
袴
。
②
「
寛
文
版
本
」
は
笏

を
描
く
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
六
冬
、
五
九
四
番
。
作
者
名
「
右
衛
門
督
通

具
」。
詞
書
「
春
日
歌
合
に
、
暁
月
と
い
ふ
事
を
」。

※
元
久
元
年
（
一

二
〇
四
）
十
一
月
十
日
、
春
日
社
歌
合
の
歌
。

〔
作
者
〕
源
通
具

承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
生
│
嘉
禄
三
年
（
一
二
二

七
）
九
月
二
日
没
。
五
十
七
歳
。
通
光
の
兄
。
正
二
位
大
納
言
。
俊
成
女

と
の
間
に
具
定
を
儲
け
る
が
離
別
。『
新
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
。
新
古

今
集
初
出
。

一
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【
二
二
番
】
左

藤
原
秀
能

風
ふ
け
は
よ
そ
に
な
る
み
の
片
思
ひ
お
も

は
ぬ
な
み
に
啼
ち
と
り
か
な

〔
字
母
〕（
風
）
不
気
八
／
与
楚
尓
／
奈
留
三
乃
／（
片
思
）
比
於
毛
八
怒

奈
三
／
耳
／（
啼
）
知
／
止
利
／
可
奈

〔
本
文
異
同
〕
○
左
│
右

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
身
体
は
右
、
顔
は
左

（
３
）
①
巻
纓
冠
。
緌
。
群
青
色
の
無
文
の
袍
。
表
袴
は
白
地
に
七
曜
文

か
。
②
「
寛
文
版
本
」
は
萎
烏
帽
子
で
、
畳
扇
を
持
つ
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
六
冬
歌
、
六
四
九
番
。
作
者
名
「
藤
原
秀

能
」。
詞
書
「
最
勝
四
天
王
院
の
障
子
に
、
な
る
み
の
浦
か
き
た
る
と
こ

ろ
」。

※
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
十
一
月
、
最
勝
四
天
王
院
障
子
和

歌
の
歌
。

〔
作
者
〕
藤
原
秀
能

法
名
如
願
。
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
生
│
延
応

二
年
（
一
二
四
〇
）
五
月
二
十
一
日
没
。
五
十
七
歳
。
後
鳥
羽
院
の
北
面

の
武
士
。
従
五
位
上
出
羽
守
。
承
久
の
乱
後
、
出
家
。
新
古
今
集
初
出
。

【
二
三
番
】
右

式
子
内
親
王

さ
む
し
ろ
の
夜
半
の
衣
手
さ
え
�
�
て

は
つ
雪
し
ろ
し
を
か
の
へ
の
松

〔
字
母
〕
左
無
之
露
乃
（
夜
半
）
能
（
衣
手
）／
左
衣
／（
�
�
）
帝
／
八

徒
（
雪
）
志
路
之
／
遠
可
乃
部
乃
／（
松
）

〔
本
文
異
同
〕
○
右
│
左

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ａ
（
２
）
左
│
背
面
（
３
）
①
菱
文
の

袿
。
几
帳
。
紅
の
袴
か
。
裳
・
引
腰
見
え
ず
。

②
「
寛
文
版
本
」
は
几

帳
の
陰
で
後
ろ
を
向
き
、
茵
に
座
す
。
脇
息
あ
る
か
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
六
冬
歌
、
六
六
二
番
。
作
者
名
「
式
子
内
親

王
」。
詞
書
「
百
首
歌
に
」。

※
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
院
初
度
百
首

の
歌
。

〔
作
者
〕
式
子
内
親
王

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
生
│
正
治
三
年
（
一

二
〇
一
）
一
月
二
十
五
日
没
。
五
十
三
歳
。
後
白
河
院
皇
女
。
平
治
元
年

（
一
一
五
九
）
斎
院
に
卜
定
。
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
七
月
退
下
。
和

歌
は
藤
原
俊
成
に
師
事
。
千
載
集
初
出
。
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【
二
四
番
】
左

崇
徳
院
御
製

御
狩
す
る
片
野
ゝ
御
野
に
ふ
る
霰
あ
な

か
ま
ゝ
た
き
鳥
も
こ
そ
た
て

〔
字
母
〕（
御
狩
）
春
留
（
片
野
ゝ
御
野
）
尓
／
布
留
（
霰
）
安
奈
可
末

（
ゝ
）
堂
支
／（
鳥
）
毛
己
曽
堂
帝

〔
本
文
異
同
〕
○
左
│
右

○
崇
徳
院
御
製
│
崇
徳
院

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ａ
（
２
）
右
│
右
（
左
袖
は
顎
の
あ
た

り
）
（
３
）
①
垂
纓
冠
。
紺
青
の
地
に
丸
文
の
袍
。
紅
の
長
袴
。
②
「
寛

文
版
本
」
で
は
立
烏
帽
子
。
茵
に
座
す
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
六
冬
歌
、
六
八
五
番
。
作
者
名
「
崇
徳
院
御

歌
」。
詞
書
「
百
首
歌
め
し
け
る
時
」。

※
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）、

久
安
百
首
の
歌
。

〔
作
者
〕
崇
徳
院

第
七
十
五
代
天
皇
。
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
生
│

長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
八
月
二
十
六
日
没
。
四
十
六
歳
。
鳥
羽
天
皇
皇

子
。
実
父
は
白
河
院
と
い
う
。『
詞
花
集
』
を
下
命
。
詞
花
集
初
出
。

【
二
五
番
】
右

後
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

忍
ふ
る
に
心
の
ひ

ま
は
な
け
れ
共
な
を
も
る
物
は
な
み
た
也
け
り

〔
字
母
〕（
忍
）
不
累
尓
／（
心
）
乃
日
万
盤
／
奈
介
礼
（
共
）／
奈
越
毛
累

（
物
）
八
／
奈
三
多
／（
也
）
介
利

〔
本
文
異
同
〕
○
右
│
左

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｄ
（
２
）
身
体
は
左
、
顔
は
右
│
左

（
３
）
①
垂
纓
冠
。
白
地
に
丸
花
文
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
表
袴
。

右
手
に
笏
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
身
体
の
正
面
に
笏
を
持
つ
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
一
恋
歌
一
、
一
〇
三
七
番
。
作
者
名
「
入

道
前
関
白
太
政
大
臣
」。
詞
書
「
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
時
、
忍
恋
」。

※
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）、
右
大
臣
家
百
首
の
歌
か
。

〔
作
者
〕
藤
原
兼
実

法
名
円
証
。
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
生
│
建
永

二
年
（
一
二
〇
七
）
四
月
五
日
没
。
五
十
九
歳
。
関
白
忠
通
男
。
慈
円
の

同
母
兄
。
良
経
の
父
。
従
一
位
関
白
太
政
大
臣
。
建
仁
二
年
（
一
二
〇

二
）
出
家
。
千
載
集
初
出
。
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【
二
六
番
】
左

二
條
院
讃
岐

み
る
め
こ
そ
入
ぬ
る
礒
の
く
さ
な
ら
め

袖
さ
へ
な
み
の
下
に
く
ち
ぬ
る

〔
字
母
〕
見
累
免
己
曽
／（
入
）
怒
累
（
礒
）
乃
／
久
左
那
良
免
（
袖
）
左

部
奈
三
乃
／（
下
）
尓
久
知
奴
留

〔
本
文
異
同
〕
○
左
│
右

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
右
（
３
）
裳
。
引
腰
。

表
衣
は
丸
に
三
つ
星
文
か
。
紅
の
長
袴
。
②
特
記
事
項
な
し
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
二
恋
歌
二
、
一
〇
八
四
番
。
作
者
名
「
二

条
院
讃
岐
」。
詞
書
「
恋
歌
と
て
よ
め
る
」。

〔
作
者
〕
二
条
院
讃
岐

建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
頃
、
七
十
六
歳
位
で

没
か
。
源
頼
政
女
。
二
条
天
皇
に
出
仕
。
後
に
後
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
任
子

（
宜
秋
門
院
）
に
も
。
千
載
集
初
出
。

【
二
七
番
】
右

後
徳
大
寺
左
大
臣

覚
て
後
夢
也
け
り
と
思
ふ
に
も
逢

は
な
こ
り
の
お
し
く
や
は
あ
ら
ぬ

〔
字
母
〕（
覚
）
帝
（
後
）／（
夢
也
）／
介
梨
／
止
／（
思
）
不
尓
／
毛
／

（
逢
）
八
奈
己
利
乃
／
於
之
久
也
／
八
／
安
良
怒

〔
本
文
異
同
〕
○
右
│
左

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｄ
（
２
）
左
（
右
立
膝
、
顔
は
上
向
き
）

│
身
体
は
背
面
、
顔
は
右
（
３
）
①
垂
纓
冠
。
白
地
に
唐
草
丸
文
の
袍
。

紅
の
下
襲
。
表
袴
は
丸
に
三
つ
輪
文
か
。
右
手
に
笏
。
②
「
寛
文
版
本
」

で
は
表
袴
は
霰
紋
。
左
手
を
下
ろ
し
笏
の
先
を
持
つ
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
二
恋
歌
二
、
一
一
二
五
番
。
作
者
名
「
後

徳
大
寺
左
大
臣
」。
詞
書
「
か
た
ら
ひ
侍
り
け
る
女
の
、
ゆ
め
に
見
え
て

侍
り
け
れ
ば
よ
み
け
る
」。

〔
作
者
〕
藤
原
実
定

後
徳
大
寺
左
大
臣
。
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
生

│
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
閏
十
二
月
十
六
日
没
。
五
十
三
歳
。
右
大
臣

公
能
男
。
母
は
藤
原
俊
忠
女
。
正
二
位
左
大
臣
。
千
載
集
初
出
。
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【
二
八
番
】
左

源
俊
頼
朝
臣

芦
の
屋
の
賤
は
た
お
ひ
の
か
た
結
ひ
心

や
す
く
も
う
ち
と
く
る
か
な

〔
字
母
〕（
芦
）
乃
（
屋
）／
乃
／（
賤
）
者
多
／
於
比
／
農
加
多
（
結
）
比

（
心
）
也
春
久
／
母
宇
知
／
止
久
留
／
可
那

〔
本
文
異
同
〕
○
左
│
右

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
右
（
３
）
①
巻
纓
冠
。

緌
。
紺
地
に
朱
の
三
つ
葉
文
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
下
襲
の
裾
。
窠
霰
の
表

袴
。
紅
の
大
口
袴
。
飾
太
刀
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
、
緌
・
下
襲
の

裾
・
飾
太
刀
を
描
か
な
い
。
丸
花
文
の
表
袴
。
左
手
に
笏
を
持
つ
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
三
恋
歌
三
、
一
一
六
四
番
。
作
者
名
「
俊

頼
朝
臣
」。
詞
書
「
初
会
恋
の
心
を
」。

※
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）

頃
、
堀
河
百
首
の
歌
。

〔
作
者
〕
源
俊
頼

天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
頃
生
か
。
大
治
四
年
（
一

一
二
九
）
没
。
大
納
言
経
信
男
。
俊
恵
の
父
。
右
近
衛
少
将
、
左
京
権
大

夫
を
経
て
従
四
位
上
木
工
頭
と
な
る
が
、
そ
の
後
散
位
、
出
家
し
た
。
中

古
六
歌
仙
。『
金
葉
集
』
撰
者
。
金
葉
集
初
出
。

【
二
九
番
】
右

正
三
位
知
家

是
も
ま
た
な
か
き
別
と
な
り
や
せ
む
く

れ
を
待
へ
き
命
な
ら
ね
は

〔
字
母
〕（
是
）
裳
／
末
多
／
奈
可
幾
（
別
）
止
／
奈
利
也
世
無
／
久
礼
遠

（
待
）
遍
支
／（
命
）
奈
良
祢
八

〔
本
文
異
同
〕
○
右
│
左

○
別
と
│
わ
か
れ
に

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
身
体
は
左
、
顔
は
右
（
左
手

を
か
ざ
す
）
│
身
体
は
左
、
顔
は
右
（
３
）
①
垂
纓
冠
。
黒
の
袍
。
丸

花
文
の
下
襲
の
裾
。
紅
の
下
襲
。
窠
霰
の
表
袴
。
紅
の
大
口
袴
。
飾
太

刀
。
②
「
寛
文
版
本
」
は
萎
烏
帽
子
。
狩
衣
で
、
袖
括
り
の
緒
あ
り
。
下

襲
の
裾
・
飾
太
刀
は
描
か
な
い
。
表
袴
は
文
様
な
し
。
左
手
に
笏
を
持

つ
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
三
恋
歌
三
、
一
一
九
二
番
。
作
者
名
「
藤

原
知
家
」。
詞
書
「（
題
し
ら
ず
）」。
第
二
句
「
な
が
き
わ
か
れ
に
」。

〔
作
者
〕
藤
原
知
家

法
名
蓮
性
。
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
生
│
正
嘉

二
年
（
一
二
五
八
）
十
一
月
没
。
七
十
七
歳
。
正
三
位
左
兵
衛
佐
。
嘉
禎

四
年
（
一
二
三
八
）
出
家
。
定
家
に
師
事
。
後
に
反
御
子
左
と
な
る
。
新

古
今
集
初
出
。
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【
三
〇
番
】
左

西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣

恋
わ
ふ
る
な
み
た
や
空
に

く
も
る
ら
ん
光
も
か
は
る
閨
の
月
か
け

〔
字
母
〕（
恋
）
王
不
累
奈
三
多
也
（
空
）
尓
久
毛
留
良
无
／（
光
）
毛
加

波
留
／（
閨
）
乃
／（
月
）
可
気

〔
本
文
異
同
〕
○
左
│
右

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｅ
（
２
）
右
（
左
立
膝
か
）
│
右

（
３
）
①
垂
纓
冠
。
白
地
に
丸
花
文
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
菊
菱
文
の
表
袴
。

②
「
寛
文
版
本
」
は
僧
綱
襟
の
法
体
。
右
手
に
持
つ
の
は
笏
か
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
四
恋
歌
四
、
一
二
七
四
番
。
作
者
名
「
権

中
納
言
公
経
」。
詞
書
「（
千
五
百
番
歌
合
に
）」。
初
句
「
こ
ひ
わ
た
る
」。

〔
作
者
〕
藤
原
公
経

西
園
寺
大
相
国
。
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
生
│

寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
八
月
二
十
九
日
没
。
七
十
四
歳
。
内
大
臣
実
宗

男
。
姉
は
藤
原
定
家
室
。
従
一
位
太
政
大
臣
。
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）

出
家
。
新
古
今
集
初
出
。

【
三
一
番
】
右

八
条
院
高
倉

い
か
ゝ
ふ
く
身
に
し
む
色
の
か
は
る
か

な
た
の
む
る
く
れ
の
松
風
の
こ
ゑ

〔
字
母
〕
伊
賀
（
ゝ
）／
婦
久
（
身
）
尓
／
志
無
（
色
）
乃
／
加
波
留
可
奈

堂
能
／
無
累
／
久
礼
乃
（
松
風
）
乃
己
恵

〔
本
文
異
同
〕
○
右
│
左

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
左
│
背
面
（
３
）
①
丸
花
文

の
表
衣
。
菱
文
の
袿
。
紅
の
長
袴
。
裳
・
引
腰
な
し
。
②
「
寛
文
版
本
」

は
裳
・
引
腰
を
描
く
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
三
恋
歌
三
、
一
二
〇
一
番
。
作
者
名
「
八

条
院
高
倉
」。
詞
書
「（
題
し
ら
ず
）」。

〔
作
者
〕
八
条
院
高
倉

嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
六
十
歳
位
で
生
存
。

八
条
院
（
鳥
羽
院
皇
女
暲
子
内
親
王
）
女
房
。
新
古
今
集
初
出
。
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【
三
二
番
】
左

小
侍
従

つ
ら
き
を
も
浦
見
ぬ
我
に
な
ら
ふ
な
よ
う
き

身
を
し
ら
ぬ
人
も
こ
そ
あ
れ

〔
字
母
〕
徒
良
支
越
裳
／（
浦
見
）
怒
（
我
）
尓
／
奈
良
不
那
与
宇
幾

（
身
）
遠
／
志
良
怒
（
人
）
毛
己
曽
安
連

〔
本
文
異
同
〕
○
左
│
右

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
身
体
は
右
、
顔
は
背
面
│
右

（
３
）
①
裳
・
引
腰
。
花
唐
草
の
表
衣
。
菱
文
の
袿
。
紅
の
表
袴
。

②

特
記
事
項
な
し
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
三
恋
歌
三
、
一
二
二
七
番
。
作
者
名
「
小

侍
従
」。
詞
書
「
題
し
ら
ず
」。

〔
作
者
〕
小
侍
従

建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
八
十
歳
以
上
で
生
存
か
。

石
清
水
別
当
紀
光
清
の
女
。
二
条
天
皇
、
太
皇
太
后
宮
多
子
、
高
倉
天
皇

に
出
仕
。
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
出
家
。
千
載
集
初
出
。

【
三
三
番
】
右

大
納
言
経
信

夕
日
さ
す
あ
さ
ち
か
原
の
た
ひ
人
は
哀

い
つ
く
に
や
と
を
か
る
ら
む

〔
字
母
〕（
夕
日
）
左
寸
安
左
知
可
（
原
）
乃
／
堂
比
（
人
）
八
（
哀
）
以

川
久
／
尓
／
也
止
越
加
留
良
無

〔
本
文
異
同
〕
○
右
│
左

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
正
面
（
身
体
の
正
面
に
立
て

た
笏
の
上
に
両
手
を
載
せ
る
）
│
身
体
は
正
面
、
顔
は
左
（
右
手
を
か
ざ

す
）
（
３
）
①
垂
纓
冠
。
黒
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
表
袴
。
笏
。

②
「
寛
文
版
本
」
で
は
笏
を
描
か
な
い
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
羈
旅
歌
、
九
五
一
番
。
作
者
名
「
大
納
言

経
信
」。
詞
書
「
暮
望
行
客
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
」。
第
四
句
「
あ
は
れ
い

く
よ
に
」。

〔
作
者
〕
源
経
信

長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
生
│
永
長
二
年
（
一
〇
九

七
）
閏
一
月
六
日
没
。
八
十
二
歳
。
俊
頼
の
父
。
正
二
位
大
納
言
大
宰
権

帥
。
三
船
の
才
の
誉
れ
高
い
。
著
作
『
難
後
拾
遺
』。
後
拾
遺
集
初
出
。
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【
三
四
番
】
左

前
大
納
言
忠
良

お
り
に
あ
へ
は
是
も
さ
す
か
に
哀
也

を
た
の
蛙
の
夕
く
れ
の
こ
ゑ

〔
字
母
〕
於
梨
尓
／
安
部
半
／（
是
）
毛
／
左
寸
可
／
尓
／（
哀
也
）
遠
多

乃
／（
蛙
）
乃
／（
夕
）
久
礼
乃
／
己
恵

〔
本
文
異
同
〕
○
左
│
右

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
右
（
３
）
①
垂
纓
冠
。

黒
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花
文
の
表
袴
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
笏
を
右

手
に
持
つ
。
下
襲
の
裾
を
描
き
、
表
袴
は
霰
紋
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
六
雑
歌
上
、
一
四
七
七
番
。
作
者
名
「
前

大
納
言
忠
良
」。
詞
書
「
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
」。

※
建
仁
元
年

（
一
二
〇
一
）
二
月
、
老
若
五
十
首
歌
合
の
歌
。

〔
作
者
〕
藤
原
忠
良

長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
生
│
嘉
禄
元
年
（
一
二

二
五
）
五
月
十
六
日
没
。
六
十
二
歳
。
摂
政
基
実
男
。
母
は
藤
原
顕
輔

女
。
正
二
位
大
納
言
。
千
載
集
初
出
。

【
三
五
番
】
左

前
大
納
言
兼
宗

世
を
す
つ
る
こ
ゝ
ろ
は
な
を
そ
な
か

り
け
る
う
し
を
う
し
と
は
思
ひ
し
れ
と
も

〔
字
母
〕（
世
）
遠
寸
徒
累
／
古
（
ゝ
）
露
八
奈
遠
曽
／
奈
可
利
介
累
宇
之

遠
／
宇
之
止
八
（
思
）
比
／
之
連
止
毛

〔
本
文
異
同
〕
○
う
し
を
う
し
と
は
│
う
き
を
う
し
と
は

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
左
│
左
（
右
手
に
持
っ
た
笏

の
上
に
顎
を
載
せ
る
）（
３
）
①
垂
纓
冠
。
黒
の
袍
。
紅
の
下
襲
。
丸
花

文
の
表
袴
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
笏
を
持
つ
。
下
襲
の
裾
を
描
き
、
表

袴
は
霰
紋
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
十
八
雑
歌
下
、
一
七
六
九
番
。
作
者
名
「
権

中
納
言
兼
宗
」。
詞
書
「（
五
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
述
懐
の
心

を
）」。
第
四
句
「
う
き
を
う
し
と
は
」。

※
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）

頃
、
御
室
五
十
首
の
歌
。

〔
作
者
〕
藤
原
兼
宗

長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
生
│
仁
治
三
年
（
一
二

四
二
）
九
月
三
日
没
。
八
十
歳
。
内
大
臣
忠
親
男
。
正
二
位
大
納
言
。
千

載
集
初
出
。
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【
三
六
番
】
右

藤
原
清
輔
朝
臣

と
し
経
た
る
う
ち
の
橋
守
こ
と
ゝ
は

む
い
く
よ
に
な
り
ぬ
水
の
み
な
上

〔
字
母
〕
止
之
（
経
）
太
累
宇
知
乃
／（
橋
守
）
己
止
（
ゝ
）
八
武
以
久
／

与
尓
奈
里
怒
（
水
）
能
三
那
（
上
）

〔
本
文
異
同
〕
ナ
シ

〔
歌
仙
絵
比
較
〕（
１
）
畳
の
縁
Ｂ
（
２
）
右
│
右
（
右
手
に
持
っ
た
笏

を
肩
の
あ
た
り
に
上
げ
る
）
（
３
）
①
萎
烏
帽
子
。
黄
土
色
の
地
の
丸
文

の
袍
。
②
「
寛
文
版
本
」
で
は
笏
を
持
つ
。

〔
出
典
〕『
新
古
今
集
』
巻
第
七
賀
歌
、
七
四
三
番
。
作
者
名
「
清
輔
朝

臣
」。
詞
書
「
嘉
応
元
年
、
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
、
宇
治
に
て
、
河
水

久
澄
と
い
ふ
事
を
人
人
に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
」。

※
嘉
応
元
年
（
一
一

六
九
）
十
一
月
、
宇
治
別
業
和
歌
の
歌
。

〔
作
者
〕
藤
原
清
輔

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
生
│
安
元
三
年
（
一
一

七
七
）
六
月
二
十
日
没
。
七
十
四
歳
。
七
十
歳
と
い
う
伝
も
あ
る
。
左
京

大
夫
顕
輔
男
。
重
家
・
顕
昭
・
季
経
の
兄
。
太
皇
太
后
宮
大
進
、
正
四
位

下
。
中
古
六
歌
仙
。『
続
詞
花
集
』
撰
者
。
千
載
集
初
出
。

《
考
察
》

一
、
撰
歌
対
象
に
つ
い
て

「
文
情
絵
短
冊
」
所
収
歌
は
、
凡
例
に
も
少
し
く
述
べ
た
が
、
す
べ
て

『
新
古
今
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
樋
口
論
文
」
が
取
り
上
げ
た
歌
合

と
同
一
の
歌
合
で
あ
る
。
三
六
番
の
清
輔
歌
の
よ
う
に
他
出
の
多
い
も
の

も
あ
る
が
、
一
七
番
の
俊
成
女
の
和
歌
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
範
囲

内
で
は
あ
る
が
、『
新
古
今
集
』
以
外
に
他
例
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か

ら
、『
新
古
今
集
』
を
出
典
と
見
て
よ
か
ろ
う
。「
樋
口
論
文
」
で
は
、
こ

れ
を
「
す
こ
ぶ
る
異
色
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、「
文
情
絵
短
冊
」
を
部
立
ご
と
に
整
理
し
て
み

よ
う
。春

上：

五
首

春
下：

三
首

夏：

四
首

秋
歌：

五
首

秋
下：

三
首

冬：

四
首

恋
一：

一
首

恋
二：

二
首

恋
三：

四
首

恋
四：

一
首

羈
旅：

一
首

雑
上：

一
首

雑
下：

一
首

賀：

一
首

春
上
と
秋
上
が
と
も
に
五
首
、
春
下
と
秋
下
が
と
も
に
三
首
で
、
春
上

下
、
秋
上
下
で
合
計
す
る
と
各
八
首
と
な
る
。
そ
の
半
数
の
四
首
が
夏
と

冬
の
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
恋
一
か
ら
四
ま
で
の
恋
部
の
歌
が
計
八
首
で
、

春
上
下
、
秋
上
下
と
同
数
に
な
っ
て
い
る
。「
樋
口
論
文
」
に
「
部
立
ご

と
の
選
出
は
一
応
整
然
と
し
て
い
る
」「
全
体
の
組
織
は
か
な
り
神
経
が

配
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
の
構
成
は
、
部
立

二
〇
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ご
と
に
歌
数
の
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
恋
の
段
階
も
い
よ
い
よ
終
末
の
恋
五
か
ら
は
採
歌
し
て
い
な
い

こ
と
や
、
わ
ず
か
一
首
で
は
あ
る
が
賀
歌
を
配
す
る
こ
と
も
、
本
秀
歌
撰

の
撰
歌
態
度
と
し
て
留
意
さ
れ
る
。
屏
風
や
襖
な
ど
に
貼
る
と
い
っ
た
こ

と
が
、
撰
歌
時
点
で
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
哀
傷

部
や
離
別
部
か
ら
の
採
歌
が
な
い
の
も
頷
け
よ
う
。

な
お
、
本
歌
合
に
選
ば
れ
た
三
十
六
人
の
歌
人
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も

新
古
今
時
代
の
歌
人
で
は
な
い
こ
と
は
、「
樋
口
論
文
」
が
指
摘
す
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
各
歌
人
の
勅
撰
集
に
歌
を
取
ら
れ
た
初
出
を
一

覧
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

後
拾
遺
集：

能
因
・
経
信
（
二
人
）

金
葉
集：

基
俊
・
俊
頼
（
二
人
）

詞
花
集：

俊
成
・
頼
政
・
西
行
（
た
だ
し
「
読
人
し
ら
ず
」）・
崇
徳

院
（
四
人
）

千
載
集：

定
家
・
良
経
・
寂
蓮
・
頼
実
・
慈
円
・
顕
昭
・
長
明
・
有

家
・
丹
後
・
家
隆
・
式
子
内
親
王
・
兼
実
・
讃
岐
・
実

定
・
小
侍
従
・
忠
良
・
兼
宗
・
清
輔
（
十
八
人
）

新
古
今
集：

後
鳥
羽
院
・
宮
内
卿
・
雅
経
・
俊
成
女
・
通
光
・
通

具
・
秀
能
・
知
家
・
公
経
・
高
倉
（
十
人
）

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
院
政
期
以
降
、
と
く
に
新
古
今
前
夜
か
ら
勅

撰
歌
人
と
な
り
活
躍
し
て
い
た
歌
人
の
多
さ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

二
、
左
方
・
右
方
の
別
に
つ
い
て

「
文
情
絵
短
冊
」
に
は
、「
寛
文
版
本
」
と
同
様
に
、「
左
」「
右
」
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。「
寛
文
版
本
」
の
歌
順
に
倣
っ
て
短
冊
を
並
べ
た
場
合
、

一
番
後
鳥
羽
院
か
ら
一
六
番
宜
秋
門
院
丹
後
と
、
三
五
番
兼
宗
・
三
六
番

清
輔
の
十
八
首
は
、「
寛
文
版
本
」
と
同
じ
く
「
左
」「
右
」
の
順
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
七
番
俊
成
女
か
ら
三
四
番
忠
良
ま
で
の
残
り
の
十
八
首

は
、「
右
」「
左
」
の
順
と
な
り
。「
寛
文
版
本
」
と
は
左
右
が
逆
に
記
さ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
「
右
」「
左
」
の
短
冊
を
「
左
」「
右
」
の
順
に
入

れ
替
え
る
と
、
歌
仙
絵
の
対
が
背
中
合
わ
せ
に
な
る
箇
所
が
出
て
く
る

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）。
こ
こ
は
や
は
り
、「
文
情
絵
短
冊
」
の
左

右
表
記
の
誤
り
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

三
、
作
者
名
表
記
に
つ
い
て

作
者
名
表
記
に
「
寛
文
版
本
」
と
の
本
文
異
同
が
あ
る
歌
は
六
首
あ

る
。
い
ま
、「
文
情
絵
短
冊
」
│
「
寛
文
版
本
」
の
順
に
列
挙
す
る
。

四
番

○
雅
経
│
参
議
雅
経

六
番

○
後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣
│
後
京
極
摂
政
太
政
大
臣

一
二
番

○
大
僧
正
慈
円
│
前
大
僧
正
慈
鎮

一
七
番

○
皇
太
后
宮
太
夫
俊
成
卿
女
│
俊
成
卿
女

一
九
番

○
後
久
我
太
政
大
臣
通
光
│
後
久
我
太
政
大
臣

同志社大学文化情報学部蔵「新三十六歌仙絵短冊」の紹介
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二
四
番

○
崇
徳
院
御
製
│
崇
徳
院

官
職
を
記
さ
な
い
四
番
雅
経
も
あ
る
が
、
一
七
番
「
俊
成
卿
女
」
に
俊
成

の
官
職
名
「
皇
太
后
宮
太
夫
」
を
付
け
た
り
、
一
九
番
「
後
久
我
太
政
大

臣
」
に
「
通
光
」
と
名
を
明
記
し
た
り
と
い
う
よ
う
に
、
い
さ
さ
か
説
明

的
に
過
ぎ
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
番
を
「
後
鳥
羽
院
」
と
記

す
な
ら
ば
、
二
四
番
も
「
崇
徳
院
」
で
よ
か
ろ
う
。「
御
製
」
が
付
い
て

い
る
の
は
、
あ
る
い
は
勅
撰
和
歌
集
に
お
け
る
慣
用
に
よ
り
記
し
て
し
ま

っ
た
も
の
か
。

な
お
、「
樋
口
論
文
」
は
、
作
者
名
表
記
か
ら
、「
本
歌
合
の
成
立
は
、

寛
元
四
年
一
二
月
以
後
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
下
限
は
定
め
が
た
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

四
、
和
歌
の
本
文
異
同
に
つ
い
て

和
歌
本
文
の
語
句
の
異
同
が
「
文
情
絵
短
冊
」
と
「
寛
文
版
本
」
と
の

間
で
生
じ
て
い
る
の
は
次
の
五
首
で
あ
る
。

一
番

○
あ
ふ
さ
か
の
山
│
あ
ふ
さ
か
の
関

四
番

○
こ
え
す
て
ゝ
│
わ
け
す
て
ゝ

一
九
番

○
く
た
す
か
│
わ
た
す
か

二
九
番

○
別
と
│
わ
か
れ
に

三
五
番

○
う
し
を
う
し
と
は
│
う
き
を
う
し
と
は

二
九
番
の
異
同
は
、「
と
（
止
）」
と
「
に
（
尓
）」
の
字
形
の
類
似
か

ら
生
じ
た
誤
写
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

四
番
の
「
こ
え
す
て
ゝ
」
と
い
う
句
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
例

が
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、「
わ
け
す
て
ゝ
」
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇

〇
）
秋
に
後
鳥
羽
院
が
詠
進
さ
せ
た
と
い
う
『
正
治
初
度
百
首
』
に
お
い

て
慈
円
が
詠
ん
だ
「
さ
を
し
か
の
夏
野
の
草
を
分
け
す
て
て
太
山
の
秋
に

う
つ
る
は
つ
声
」（
秋
・
六
四
〇
）
と
い
う
歌
に
先
行
例
が
見
え
る
。
こ

の
慈
円
歌
が
最
も
早
い
例
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
中
世
和
歌
と
し
て
特
徴
的

な
表
現
で
は
あ
ろ
う
。「
文
情
絵
短
冊
」
は
、
第
二
句
「
か
さ
な
る
や
ま

を
」
に
続
く
表
現
と
し
て
「
こ
え
（
越
え
）
…
…
」
と
記
し
て
し
ま
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

同
様
に
三
五
番
も
、「
文
情
絵
短
冊
」
の
「
う
し
を
う
し
と
（
は
）」
と

い
う
表
現
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
例
を
見
な
い
。
文
法
的
に
も
「
う
き

を
う
し
と
（
は
）」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
先
行
例
に
は
西
行
の
「
う
き
を

う
し
と
お
も
は
ざ
る
べ
き
我
が
み
か
は
何
と
て
人
の
恋
し
か
る
ら
ん
」

（
西
行
法
師
家
集
・
七
三
七
・
東
国
修
行
の
と
き
、
あ
る
山
寺
に
し
ば
ら

く
侍
り
て
）
が
あ
る
。
こ
の
表
現
も
先
蹤
は
こ
の
西
行
歌
と
思
し
い
。
先

の
「
わ
け
す
て
ゝ
」
と
併
せ
て
、「
文
情
絵
短
冊
」
で
は
、
中
世
和
歌
の

特
徴
的
な
表
現
の
一
部
に
本
文
異
同
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
一
番
の
「
あ
ふ
さ
か
の
山
」
は
、『
新
古
今
集
』
他
、『
後
鳥
羽

院
御
集
』
一
五
七
一
番
で
も
こ
の
本
文
を
採
る
。「
寛
文
版
本
」
の
「
あ

ふ
さ
か
の
関
」
と
い
う
本
文
は
『
井
蛙
抄
』
一
二
七
番
に
も
見
え
る
が
、

二
二
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『
新
古
今
集
』
の
詞
書
に
「
関
路
鶯
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
「
あ
ふ
さ
か

の
関
」
の
異
文
は
生
じ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
結
題
で

「
関
」
を
詠
む
の
は
い
さ
さ
か
題
に
付
き
す
ぎ
る
。
こ
こ
は
「
あ
ふ
さ
か

の
山
」
本
文
を
採
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

ま
た
、
一
九
番
は
、「
文
情
絵
短
冊
」
の
「
た
か
せ
ぶ
ね

く
だ
す
か
」

と
い
う
本
文
が
、『
新
古
今
集
』
の
他
、『
自
讃
歌
』
四
八
番
や
『
題
林
愚

抄
』
四
三
一
五
番
で
も
享
受
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
く
た
す
」
と

「
わ
た
す
」
と
で
は
仮
名
一
文
字
の
違
い
で
あ
る
が
、「
寛
文
版
本
」
の
本

文
の
誤
り
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
ふ
ね
」
を
「
わ
た
す
」

と
い
う
表
現
も
、
意
味
上
生
じ
や
す
い
異
同
で
は
あ
ろ
う
。「
あ
ふ
さ
か

の
山
」
と
「
た
か
せ
ぶ
ね

く
だ
す
か
」
の
二
例
は
、「
文
情
絵
短
冊
」

が
「
寛
文
版
本
」
に
拠
ら
ず
、
よ
り
適
切
な
本
文
を
採
っ
て
い
る
と
言
え

そ
う
で
あ
る
。

五
、
歌
仙
絵
に
つ
い
て

（
１
）
畳
の
縁
の
柄

「
文
情
絵
短
冊
」
で
は
、
歌
仙
は
畳
の
上
に
描
か
れ
る
。
畳
の
縁
の
柄

は
、
次
の
五
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

畳
の
縁
Ａ

後
鳥
羽
院
・
式
子
内
親
王
・
崇
徳
院
（
三
人
）

畳
の
縁
Ｂ

定
家
・
宮
内
卿
・
雅
経
・
能
因
・
俊
成
・
寂
蓮
・
基
俊
・

頼
政
・
慈
円
・
顕
昭
・
長
明
・
有
家
・
丹
後
・
俊
成

女
・
西
行
・
家
隆
・
通
具
・
秀
能
・
讃
岐
・
俊
頼
・
知

家
・
高
倉
・
小
侍
従
・
経
信
・
忠
良
・
兼
宗
・
清
輔

（
二
七
人
）

畳
の
縁
Ｃ

良
経
・
頼
実
（
二
人
）

畳
の
縁
Ｄ

通
光
・
兼
実
・
実
定
（
三
人
）

畳
の
縁
Ｅ

公
経
（
一
人
）

一
瞥
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
畳
の
縁
Ａ
は
い
わ
ゆ
る
繧
繝
縁
で
、
皇
族
に

限
ら
れ
る
。「
寛
文
版
本
」
で
も
茵
の
上
に
描
か
れ
る
三
人
で
あ
る
。
ま

た
、
Ｃ
か
ら
Ｅ
の
計
六
人
は
、「
文
情
絵
短
冊
」
に
お
け
る
太
政
大
臣
・

左
大
臣
と
い
っ
た
大
臣
ク
ラ
ス
の
歌
人
す
べ
て
あ
る
。
三
種
類
の
柄
が
あ

る
が
、
Ｃ
は
赤
と
青
の
縦
縞
、
Ｄ
は
赤
と
青
の
縦
縞
の
間
に
鎖
柄
が
入

る
。
Ｅ
は
唯
一
、
公
経
の
み
に
用
い
ら
れ
た
亀
甲
柄
で
あ
る
。
こ
れ
以
外

の
Ｂ
が
最
も
多
く
、
二
層
の
縁
の
上
部
は
、
中
心
に
白
い
点
の
あ
る
群
青

色
の
丸
と
、
丸
に
十
文
字
が
交
互
に
描
か
れ
、
下
部
は
流
水
文
で
あ
る
。

こ
の
模
様
は
、
多
く
の
歌
仙
絵
の
畳
縁
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
歌
仙
絵
の
身
体
や
顔
の
向
き

先
に
も
少
し
く
触
れ
た
が
、
左
右
に
分
け
ら
れ
た
歌
仙
絵
の
場
合
、
身

体
や
顔
の
向
き
は
、
基
本
的
に
は
、
背
中
合
わ
せ
に
な
ら
な
い
の
が
原
則

で
あ
ろ
う
。「
寛
文
版
本
」
に
お
い
て
も
、
同
じ
方
を
向
い
た
対
は
あ
る

が
、
顔
が
双
方
と
も
に
外
を
向
い
て
い
る
対
は
見
ら
れ
な
い
。「
文
情
絵

短
冊
」
も
同
様
に
、「
寛
文
版
本
」
の
歌
順
に
倣
っ
て
並
べ
た
と
き
、
背
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中
合
わ
せ
の
対
は
生
じ
な
い
。

一
番
の
後
鳥
羽
院
か
ら
一
六
番
の
宜
秋
門
院
丹
後
ま
で
、
お
よ
び
三
五

番
の
兼
宗
と
三
六
番
の
清
輔
の
九
対
は
、
左
方
は
向
か
っ
て
左
、
右
方
は

向
か
っ
て
右
を
向
い
て
い
る
こ
と
で
、
左
右
の
順
に
配
置
す
る
と
歌
仙
が

向
か
い
合
う
構
図
に
な
る
。
こ
の
部
分
は
、「
寛
文
版
本
」
と
左
右
が
一

致
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
寛
文
版
本
」
の
歌
仙
絵
の
顔

や
身
体
の
向
き
は
、
式
子
内
親
王
と
高
倉
が
後
ろ
向
き
で
あ
る
の
を
除
け

ば
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
す
べ
て
左
か
右
を
向
い
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、「
寛
文
版
本
」
と
は
左
右
が
逆
に
な
っ
て
い
る
残
り
の
歌

仙
絵
で
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
一
九
番
右
・
二
〇
番
左
、
二
三
番
右
・
二

四
番
左
、
二
七
番
右
・
二
八
番
左
の
三
対
は
、
右
方
は
左
、
左
方
は
右
を

向
い
て
お
り
、
右
・
左
の
歌
順
で
歌
仙
は
向
き
合
う
。
ま
た
、
片
方
の
歌

仙
が
正
面
や
後
ろ
向
き
の
場
合
、
相
手
方
が
右
な
ら
向
か
っ
て
左
、
左
な

ら
向
か
っ
て
右
を
向
い
て
い
れ
ば
、
そ
れ
も
画
面
と
し
て
落
ち
着
い
た
も

の
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
二
一
番
右
の
通
具
は
正
面
を
向
い
て
右
腕
で

頬
杖
を
つ
い
て
い
る
が
、
二
二
番
左
の
秀
能
が
右
を
向
く
。
ま
た
、
三
一

番
右
の
高
倉
は
左
を
向
き
、
三
二
番
左
の
小
侍
従
は
正
面
に
背
を
向
け
て

わ
ず
か
に
頭
を
画
面
右
に
寄
せ
て
い
る
。
三
三
番
右
の
経
信
は
立
て
た
笏

の
上
に
両
手
を
置
い
て
正
面
を
向
き
、
三
四
番
左
の
忠
良
は
右
を
向
く
。

先
の
三
対
に
こ
の
三
対
を
加
え
た
六
対
は
、
歌
仙
絵
の
顔
や
身
体
の
向

き
か
ら
も
、
右
・
左
の
順
で
並
べ
る
と
、
背
中
合
わ
せ
に
な
っ
た
り
、
正

面
や
後
ろ
向
き
の
対
に
な
る
方
が
外
側
を
向
い
た
り
す
る
も
の
は
な
い
。

「
寛
文
版
本
」
の
歌
順
に
倣
う
と
、「
文
情
絵
短
冊
」
の
右
・
左
の
対
は
、

こ
の
順
で
適
切
な
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
こ

の
部
分
の
「
文
情
絵
短
冊
」
に
お
け
る
右
・
左
の
記
載
は
、
歌
仙
絵
の
面

か
ら
見
て
も
、
右
は
左
、
左
は
右
の
誤
写
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
よ

う
。な

お
、「
文
情
歌
仙
絵
」
の
残
り
三
対
、
す
な
わ
ち
一
七
番
右
・
一
八

番
左
、
二
五
番
右
・
二
六
番
左
、
二
九
番
右
・
三
〇
番
左
は
、
す
べ
て
向

か
っ
て
右
を
向
く
。
歌
仙
絵
の
対
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
例
は
、
先

に
触
れ
た
と
お
り
「
寛
文
版
本
」
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

（
３
）
装
束

本
項
で
は
、
歌
仙
絵
を
男
性
、
女
性
、
僧
に
分
け
て
考
察
す
る
。

ⅰ

男
性
装
束
の
分
類

「
文
情
絵
短
冊
」
三
十
六
枚
の
う
ち
、
三
分
の
二
の
二
十
四
枚
は
、
男

性
歌
人
の
短
冊
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
冠
を
被
っ
て
い
る
の
は
二
十
一

人
。
垂
纓
冠
が
十
八
人
、
巻
纓
冠
が
三
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
袍
の
色
や

文
様
、
持
ち
物
な
ど
を
考
慮
し
て
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
大
文

字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
前
述
の
畳
の
縁
の
種
類
を
表
す
）。
残
り
三
人

は
烏
帽
子
を
被
る
。

ａ
垂
纓
冠

（
イ
）
紺
青
の
袍
・
紅
の
長
袴

後
鳥
羽
院
Ａ
・
崇
徳
院
Ａ

二
四
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（
ロ
）
朱
の
袍
・
窠
霰
の
表
袴

良
経
Ｃ（
従
一
位
摂
政
太
政
大
臣
）

（
ハ
）
白
の
袍

兼
実
Ｄ
（
従
一
位
関
白
太
政
大
臣
）・
実
定
Ｄ

（
正
二
位
左
大
臣
）・
公
経
Ｅ
（
従
一
位
太
政
大

臣
）

（
ニ
）
黒
の
袍

・
飾
太
刀

窠
霰
の
表
袴

知
家
Ｂ
（
正
三
位
左
兵
衛
佐
）・

通
光
Ｄ
（
従
一
位
太
政
大
臣
）

格
子
に
窠
の
表
袴

頼
実
Ｃ
（
従
一
位
太
政
大
臣
）

霰
紋
の
表
袴

頼
政
Ｂ
（
従
三
位
右
京
権
大
夫
）

・
丸
花
文
の
表
袴

定
家
Ｂ
（
正
二
位
権
中
納
言
）・
俊
成
Ｂ
（
正
三

位
皇
太
后
宮
大
夫
）・
有
家
Ｂ
（
従
三
位
大
蔵

卿
）・
通
具
Ｂ
（
正
二
位
大
納
言
）・
経
信
Ｂ

（
正
二
位
大
納
言
）・
忠
良
Ｂ
（
正
二
位
大
納

言
）・
兼
宗
Ｂ
（
正
二
位
大
納
言
）

・
三
つ
輪
文
の
表
袴

家
隆
Ｂ
（
従
二
位
宮
内
卿
）

ｂ
巻
纓
冠
・
緌

（
ホ
）
黄
土
色
の
袍

雅
経
Ｂ
（
従
三
位
参
議
）

（
ヘ
）
群
青
色
の
袍

秀
能
Ｂ
（
従
五
位
上
出
羽
守
）・
俊
頼
Ｂ
（
従

四
位
上
木
工
守
）

ｃ
烏
帽
子

（
ト
）
立
烏
帽
子

長
明
Ｂ
（
従
五
位
下
）

（
チ
）
萎
烏
帽
子

基
俊
Ｂ
（
従
五
位
上
左
衛
門
佐
）・
清
輔
Ｂ

（
正
四
位
下
太
皇
太
后
宮
大
進
）

ａ
の
垂
纓
冠
を
被
っ
た
歌
仙
絵
の
う
ち
、
分
類
（
イ
）
は
院
（
帝
）
で

あ
る
。
長
袴
の
裾
口
が
背
後
に
大
き
く
靡
く
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
つ
と
に
、『
天
子
摂
関
御
影
』〔
十
四
世
紀
、
藤
原
為
信
・
豪
信
画
、

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
。
カ
ラ
ー
画
像
は
、
続
日
本
の
絵
巻
１２
『
随

身
庭
騎
絵
巻

中
殿
御
会
図

公
家
列
影
図

天
子
摂
関
御
影
』（
小
松

茂
美
編
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
二
月
）
他
参
照
。〕
に
お
い
て
、

二
条
院
・
四
条
院
・
今
上
（
後
光
厳
天
皇
）
の
御
影
に
見
ら
れ
る
御
引
直

衣
の
描
写
で
あ
る
。「
文
情
絵
短
冊
」
が
、
院
を
天
皇
在
位
中
の
姿
、
し

か
も
青
色
の
袍
に
紅
（
緋
）
の
長
袴
と
い
う
、
色
目
と
し
て
も
有
職
に
適

っ
た
御
引
直
衣
姿
で
描
い
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
れ
は
、
延
宝

六
年
（
一
六
七
八
）
刊
、
菱
河
師
宣
画
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』（
以
下
、

「
像
讃
抄
」
と
略
す
。）
の
天
智
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
帝
の
装
束
に
も
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
分
類
（
ロ
）
の
朱
の
袍
と
（
ハ
）
の
白
の

袍
、
そ
し
て
分
類
（
ニ
）
の
黒
の
袍
の
う
ち
、
飾
太
刀
を
持
つ
通
光
と
賴

実
は
太
政
大
臣
で
あ
り
、
以
上
で
、
前
述
の
畳
の
縁
の
種
類
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
す

べ
て
と
な
る
。
そ
れ
以
外
の
分
類
（
ニ
）
の
黒
い
袍
は
、
正
二
位
か
ら
従

三
位
の
人
物
で
、
畳
の
縁
の
分
類
Ｂ
に
当
た
る
。
下
襲
の
裾
が
描
か
れ
る

良
経
・
頼
実
・
通
光
・
知
家
は
、
み
な
飾
太
刀
を
身
に
付
け
る
。
こ
れ
も

ま
た
、
有
職
に
適
っ
て
い
る
。
白
い
裾
も
、
あ
る
い
は
冬
の
装
束
を
意
識
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し
た
も
の
か
。
こ
の
よ
う
に
、「
文
情
絵
短
冊
」
は
、「
寛
文
版
本
」
に
比

べ
、
有
職
に
照
ら
し
た
装
束
の
描
き
方
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ｂ
巻
纓
冠
・
緌
は
、
い
わ
ゆ
る
巻
纓
冠
で
武
官
の
装
束
で
あ
る
。
分
類

（
ホ
）
の
雅
経
は
、「
寛
文
版
本
」
で
も
「
文
情
絵
短
冊
」
と
同
じ
く
武
官

の
装
束
で
あ
る
が
、
分
類
（
へ
）
の
秀
能
は
萎
烏
帽
子
に
袍
、
俊
頼
は
垂

纓
冠
に
黒
の
袍
で
、
武
官
の
姿
で
は
な
い
。「
文
情
絵
短
冊
」
に
お
い
て
、

秀
能
が
武
官
装
束
な
の
は
、
北
面
の
武
士
で
あ
っ
た
こ
と
に
拠
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
俊
頼
に
つ
い
て
は
、
右
近
衛
少
将
で
あ
っ
た
こ
と
に
拠

る
も
の
か
。
な
お
、「
像
讃
抄
」
に
お
い
て
、
巻
纓
冠
・
緌
と
飾
太
刀
、

霰
紋
の
表
袴
と
い
っ
た
装
束
を
身
に
付
け
た
も
の
に
は
、
左
近
衛
番
長
・

右
衛
門
府
生
を
歴
任
し
た
壬
生
忠
岑
の
歌
仙
絵
が
あ
る
。

ⅱ

女
性
歌
仙
絵
の
装
束
と
構
図

女
性
の
装
束
に
つ
い
て
は
、
男
性
に
比
し
て
自
由
な
面
が
あ
る
だ
ろ
う

が
、
女
性
の
朝
服
で
あ
る
裳
と
、
後
ろ
に
長
く
垂
ら
し
た
引
腰
が
描
か
れ

て
い
る
か
否
か
は
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
文
情
絵
短
冊
」

で
は
、
女
性
歌
人
、
七
人
の
う
ち
、
宮
内
卿
・
丹
後
・
讃
岐
・
小
侍
従
の

四
人
に
は
、
裳
と
引
腰
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
文
情
絵
短
冊
」
で
は
式
子
内
親
王
に
の
み
几
帳
を
描
い
て
い

る
。
式
子
内
親
王
の
歌
仙
絵
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
型
に
な
っ
て
い
る
構
図

で
あ
る
。「
文
情
絵
短
冊
」
で
は
几
帳
の
陰
か
ら
や
や
う
つ
む
い
た
顔
を

の
ぞ
か
せ
て
い
る
が
、「
寛
文
版
本
」
で
は
几
帳
の
陰
に
後
ろ
姿
を
描
く
。

ま
た
、「
像
讃
抄
」
で
は
几
帳
の
陰
の
横
顔
を
見
せ
て
い
る
。

な
お
、「
文
情
絵
短
冊
」
で
後
ろ
姿
な
の
は
小
侍
従
で
あ
る
が
、「
寛
文

版
本
」
で
は
高
倉
で
あ
る
。
女
性
歌
人
に
つ
い
て
も
、「
文
情
絵
短
冊
」

の
歌
仙
絵
と
「
寛
文
版
本
」
と
の
共
通
性
は
意
外
に
低
く
、
別
の
粉
本
の

存
在
が
察
せ
ら
れ
る
。

ⅲ

僧
形
の
分
類

「
文
情
絵
短
冊
」
の
歌
僧
は
五
人
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
僧
綱
襟
な
の

は
能
因
・
寂
蓮
・
慈
円
の
三
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
寛
文
版
本
」
で
は
、

寂
蓮
・
慈
円
（「
寛
文
版
本
」
で
は
慈
鎮
）
は
同
様
に
僧
綱
襟
で
あ
る
が
、

能
因
は
黒
法
衣
で
あ
る
。
能
因
を
僧
綱
襟
で
描
く
例
は
、「
像
賛
抄
」
に

も
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
西
行
の
黒
法
衣
姿
は
一
般
に
定
着
し
て
お

り
、「
寛
文
版
本
」「
文
情
絵
短
冊
」
で
も
黒
法
衣
で
描
か
れ
て
い
る
。
な

お
、
顕
昭
は
、「
文
情
絵
短
冊
」
で
は
、
脱
い
だ
表
衣
の
上
に
座
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
に
も
粉
本
が
あ
る
か
。「
寛
文
版
本
」
で
は

表
衣
を
着
用
し
た
姿
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
公
経
（
西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
）
は
、「
寛
文
版
本
」

で
は
僧
綱
襟
の
法
体
で
あ
る
が
、「
文
情
絵
短
冊
」
で
は
、
前
述
の
と
お

り
、
白
の
袍
で
、
畳
の
縁
の
種
類
は
本
作
品
で
も
唯
一
と
い
う
、
在
俗
時

点
の
上
級
貴
族
の
姿
で
あ
る
。「
像
讃
抄
」
で
も
貴
族
の
姿
で
描
か
れ
る
。

総
じ
て
「
文
情
絵
短
冊
」
の
男
性
歌
人
の
歌
仙
絵
は
、
若
い
頃
の
顔
や

装
束
で
描
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
公
卿
の
青
年
が

二
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用
い
る
と
い
う
窠
霰
の
表
袴
を
、
良
経
・
通
光
・
俊
頼
・
知
家
が
着
用
し

て
い
る
点
は
、
有
職
を
理
解
し
て
描
い
た
も
の
か
俄
に
決
し
難
い
と
し
て

も
、
後
鳥
羽
院
や
定
家
、
良
経
、
俊
成
な
ど
の
顔
に
は
若
い
み
ず
み
ず
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
経
に
つ
い
て
も
、
壮
年
期
ら
し
い
貴
族
の

姿
と
見
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
先
に
触
れ
た
『
天
子
摂
関
御
影
』

に
お
い
て
、
二
条
院
（
二
十
三
歳
に
て
崩
御
）
や
四
条
院
（
十
二
歳
に
て

崩
御
）
を
若
い
姿
で
描
く
の
と
は
一
線
を
画
す
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た

側
面
か
ら
も
、「
文
情
絵
短
冊
」
の
制
作
意
図
を
類
推
す
る
こ
と
が
あ
る

い
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

六
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

以
上
、「
文
情
絵
短
冊
」
の
本
文
と
歌
仙
絵
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察

を
行
っ
て
き
た
。「
寛
文
版
本
」
と
比
較
す
る
と
、
本
文
に
は
、
誤
写
の

可
能
性
を
有
す
る
部
分
も
少
な
か
ら
ず
存
す
る
が
、「
寛
文
版
本
」
の
誤

り
を
継
承
し
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
寛
文
版
本
」
の
他
に

参
看
し
た
文
献
が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

歌
仙
絵
に
つ
い
て
も
同
様
で
、「
寛
文
版
本
」
が
版
本
ゆ
え
か
、
装
束

を
比
較
的
簡
略
に
描
く
の
に
対
し
、「
文
情
絵
短
冊
」
は
、
と
く
に
男
性

歌
人
に
つ
い
て
、
有
職
の
知
識
や
歌
人
の
経
歴
を
あ
る
程
度
反
映
さ
せ
た

図
柄
で
装
束
を
描
く
。
ま
た
、
若
年
時
、
あ
る
い
は
在
俗
時
の
顔
や
姿
を

反
映
し
た
図
柄
を
採
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
点
に
も
留
意
し
て
お
き
た

い
。今

後
は
、「
新
三
十
六
歌
仙
」
諸
本
間
の
本
文
の
検
討
に
加
え
、
中
世

以
降
の
肖
像
画
（
似
絵
）
の
系
譜
を
も
参
看
し
な
が
ら
、『
百
人
一
首
』

他
の
歌
仙
絵
を
視
野
に
入
れ
た
図
柄
の
分
析
を
、
分
野
横
断
的
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
が
そ
の
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。附

記本
稿
は
、「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究

と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所

第
２１
期
研
究
会
第
６
研
究
、
二
〇
二
二
〜
二
〇
二
四
年
度
、
科
学
研
究
費
助

成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20K

12565

、
二
〇
二
〇
〜
二
〇
二
三

年
度
）、
お
よ
び
同
志
社
大
学
宮
廷
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
一
〜
二

〇
二
五
年
度
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
石
野
浩
司
氏
に
は
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
こ

こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
第
２１
期
第
６
研
究
会
に
よ
る
成
果
）
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